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　聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
　その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
　国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

I N D E X

　

昨
年
十
二
月
十
七
日

（
火
）、松
戸
市
役
所
に
お

い
て
、「
聖
徳
大
学
な
ら

び
に
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
と
松
戸
市
の
包
括
的
協

定
」締
結
式
、「
聖
徳
大
学

な
ら
び
に
聖
徳
大
学
短

期
大
学
部
、株
式
会
社
三

越
伊
勢
丹（
伊
勢
丹
松
戸

店
）、松
戸
市
に
よ
る
連

携
協
定
」締
結
式
が
行
わ

れ
、川
並
弘
純
学
長
、石

塚
邦
雄
株
式
会
社
三
越

伊
勢
丹
代
表
取
締
役
会

長
執
行
役
員
、本
郷
谷
健

次
松
戸
市
長
が
協
定
書

に
署
名
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
主
な
目
的
は
、本
学

と
松
戸
市
で
は
、地
域
の
た
め

に
広
範
な
分
野
で
相
互
に
人
的

資
源
を
活
用
し
、地
域
社
会
の

発
展
と
人
材
の
育
成
に
寄
与
す

る
こ
と
、本
学
と
株
式
会
社
三

越
伊
勢
丹
、松
戸
市
に
お
い
て

は
、子
育
て
支
援
施
策
や
商
業

施
策
な
ど
、既
に
実
績
の
あ
る

分
野
で
の
連
携
を
継
続
・
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、三
者
が
協

力
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や

地
域
社
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

締
結
式
後
の
記
者
会
見
で
、

川
並
学
長
は「
学
生
教
育
に

と
っ
て
も
実
践
の
場
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り

が
た
い
。
協
定
を
土
台
に
し

て
、連
携
の
幅
を
広
げ
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
地

域
社
会
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。
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地域に貢献する聖徳へ大きく前進学
生
に
寄
り
添
い
生
涯
を「
和
」の
精
神
に
捧
げ
た

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園

前
常
務
理
事
・
学
園
顧
問

聖
徳
大
学
教
授
・
前
学
生
部
長

聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校
長

川
並
光
昭
先
生
ご
逝
去

　

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園
前

常
務
理
事
・
学
園
顧
問
、聖
徳
大

学
教
授
・
前
学
生
部
長
、聖
徳
大

学
幼
児
教
育
専
門
学
校
長
の
川

並
光
昭
先
生
は
、か
ね
て
よ
り

病
気
療
養
中
で
し
た
が
、一
月

五
日（
日
）午
前
二
時
四
十
八
分

永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
享
年
七 

十
八
歳
。

　

葬
儀
は
、
学

園
と
川
並
家
の

合
同
葬
で
、
通

夜
を
一
月
十
日

（
金
）、葬
儀
・
告

別
式
を
一
月
十 

一
日（
土
）に
執

り
行
い
ま
し
た

　

光
昭
先
生
は
、実
父
で
あ
る

学
園
創
立
者
川
並
香
順
先
生
と

兄
に
あ
た
る
故
川
並
弘
昭
前
理

事
長
と
共
に
幼
児
教
育
を
担
う

教
育
者
養
成
に
尽
力
し
、内
部

組
織
の
充
実
に
努
め
、学
園
の

発
展
の
た
め
に
身
を
粉
に
し
て

活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
、聖
徳
学
園

短
期
大
学
附
属
教
員
保
母
養
成

所
長（
現
聖
徳
大
学
幼
児
教
育

専
門
学
校
長
）に
就
任
以
後
、知

識
や
技
術
の
み
な
ら
ず
教
養
を

身
に
付
け
た
人
間
味
あ
ふ
れ
る

保
育
者
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、さ
ま
ざ
ま
な
保
育
学
の
質

的
向
上
に
強
い
指
導
力
を
持
っ

て
臨
ま
れ
ま
し
た
。今
日
ま
で

五
十
年
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
る「
保
育
表
現
研
究
発
表

会
」は「
和
」を
体
得
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
行
事
と
な
っ
て
お

り
、光
昭
先
生
の
ご
指
導
が
光

彩
を
放
っ
て
お
り
ま
し
た
。ま

た
、学
生
部
長
と
し
て
学
外
研

修
を
統
括
し
、ほ
ぼ
す
べ
て
の

研
修
に
同
行
・
引
率
さ
れ
、緻
密

な
計
画
で
進
め
、今
日
に
至
る

ま
で
無
事
故
で
運
営
す
る
た
め

の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。こ

う
し
た
学
園
の
伝
統
行
事
が

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
背

景
に
は
、団
体
行
動
に
お
け
る

教
育
的
効
果
が
非
常
に
大
き
い

と
い
う
光
昭
先
生
の
信
念
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

光
昭
先
生
は
、常
に
学
生
・
生

徒
ら
に
寄
り
添
い
、厳
し
く
も

温
か
い
目
で
見
守
り
、時
に
は

自
ら
小
道
具
を
用
意
し
て
茶

目
っ
気
の
あ
る
悪
戯
で
周
囲
を

和
ま
せ
、「
み
っ
ち
ゃ
ん
」の
愛

称
で
学
生
た
ち
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

教
育
へ
の
信
念
と
情
熱
を
絶

や
す
こ
と
な
く
、学
園
の
礎
を

築
い
て
こ
ら
れ
た
故
人
の
生
前

の
ご
功
績
を
偲
び
、教
職
員
一

同
、心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

■公立学校教員採用試験

■公立幼稚園教諭採用試験 ■公務員栄養士
　採用試験

■公務員管理栄養士
　採用試験

■公立保育士採用試験

現役生

現役生

現役生 現役生 現役生

名 最終合格！！

名 最終合格！！

名 最終合格！！ 名 名
最終合格！！ 最終合格！！

◆ 千葉県（浦安市１名、 柏市１名、 匝瑳市１名、 館山市１名、 千葉市７名、 富里市１名、 成田市１名、 船橋市６名、
 松戸市１０名、八千代市３名）
◆ 東京都（荒川区２名、 板橋区１名、 葛飾区９名、 北区５名、 江東区３名、 小平市１名、 品川区２名、 
 渋谷区２名、 新宿区１名、 杉並区２名、 墨田区１名、 世田谷区２名、 台東区４名、 千代田区１名、
 文京区２名、 港区３名）
◆ 埼玉県（朝霞市1名、 入間市１名、 春日部市２名、 川口市２名、 越谷市１名、 さいたま市２名、 草加市２名、
 戸田市１名、 八潮市１名）
◆ 神奈川県（横浜市1名） ◆ 栃木県（足利市１名、 宇都宮市１名）
◆ 茨城県（阿見町１名、 つくばみらい市１名、 ひたちなか市１名、 水戸市１名、 守谷市３名）
◆ 新潟県（小千谷市１名、 上越市１名、 聖籠町１名、 妙高市１名）
◆ 長野県（塩尻市１名、 松本市１名） ◆ 静岡県（焼津市１名［幼保ダブル合格］）

【小学校】　◆ 東京都１７名  ◆ 千葉県８名  ◆ 埼玉県６名  ◆ 群馬県１名  ◆ 栃木県１名  
 ◆ 新潟県２名  ◆ さいたま市１名  ◆ 川崎市１名  ◆ 新潟市１名

【特別支援学校】　◆ 東京都３名  ◆ 新潟県１名  

◆ 東京都特別区1名
◆ 静岡県（三島市１名、 焼津市１名 [幼保ダブル合格]）

◆ 東京都2名　◆ 千葉県1名
◆ 長野県1名

◆ 千葉県（我孫子市１名、
 大多喜町1名）
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平成26年度採用
公務員試験合格者速報

今年も多くの現役生が夢を実現しています

（平成26年1月10日現在）

松戸市と包括連携協定、松戸市・株式会社三越
伊勢丹（伊勢丹松戸店）と三者間連携協定を締結

三者間連携協定を結ぶ石塚氏（左）、本郷谷市長（中央）、川並学長

　1月19日（日）、千葉市のQVCマリンフィールド周辺で開催された「第38回サンスポ
千葉マリンマラソン」で、聖徳大学陸上競技部の菅生晶子選手（人間栄養学部１年）
が、ハーフマラソンに初挑戦し、見事初優勝を果たしました。

女子優勝（公認ハーフ21.0975キロ）1時間17分55秒
　また同選手は、1月12日（日）開催の「第59回松戸市七草マラソン」で一般女子5km
の部で優勝しました。昨年11月には、関東学生陸上競技連盟主催10000m記録挑戦
競技会で自己記録を更新し、5月開催の「第93回関東学生陸上競技対校選手権
大会」の出場権（2回連続）を獲得しています。今後は3月開催の「第17回日本学生
女子ハーフマラソン選手権大会」（島根県松江市）に出場予定です。

監督の部屋 ④
聖徳大学陸上競技部

聖徳乙女たちに熱きご声援をよろしくお願いいたします。
詳細はホームページをご覧ください。

陸上競技部の主な大会出場予定

2月9日（日） 3月2日（日） 3月16日（日）
第49回 千葉国際

クロスカントリー大会
第36回 千葉県民

マラソン大会
第17回 日本学生女子ハーフ

マラソン選手権大会
場所：千葉市・昭和の森
種目：女子8km

場所：富津市
種目：女子10km

場所：島根県松江市
種目：ハーフマラソン

菅生 晶子 選手
「千葉マリンマラソン」 初優勝！！

初挑戦のハーフマラソンで大金星
すごう あきこ

。
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昨
年
十
一
月
二
十
九
日（
金
）、

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
聖
徳
大

学
消
防
・
防
災
総
合
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。十
一
時
五
十
五

分
に
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た

と
の
想
定
で
学
内
に
非
常
放
送

が
流
れ
、学
生
や
教
職
員
、附
属

幼
稚
園
の
園
児
、そ
の
他
関
係

者
を
含
め
、真
剣
な
表
情
で
避

難
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。安

否
確
認
シ
ー
ト
を
配
布
し
、記

入
後
に
担
当
者
が
素
早
く
回
収

し
て
枚
数
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、三
千
百
八
十
名
が
避
難
を

完
了
し
ま
し
た
。ま
た
、同
時
に

負
傷
者
救
護
の
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

避
難
完
了
後
、松
戸
中
央
消

防
署
の
消
防
司
令
補
・
山
川
幸

　

昨
年
十
二
月
十
日（
火
）、第

三
十
回
聖
徳
学
園「
第
九
の
夕

べ
」が
、聖
徳
大
学
川
並
香
順
記

念
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

独
唱
は
、ソ
プ
ラ
ノ
・
西
川
あ

や
子
講
師
、ア
ル
ト
・
伊
原
直
子

教
授
、テ
ノ
ー
ル
・
小
原
啓
楼
講

師
、バ
リ
ト
ン
・
甲
斐
栄
次
郎
客

員
教
授
。指
揮
は
山
本
真

教
授
、管
弦
楽
は
東
京
交

響
楽
団
。
女
声
合
唱
は
、

本
学
音
楽
学
部
一
年
生
全

員
、他
学
年
お
よ
び
他
学

部
の
有
志
、本
学
卒
業
生
、

附
属
女
子
高
等
学
校
音
楽

科
生
徒
、附
属
取
手
聖
徳

女
子
高
等
学
校
音
楽
科
生

徒
、教
員
有
志
、Ｓ
Ｏ
Ａ
音

楽
研
究
セ
ン
タ
ー
受
講

生
、聖
知
会
、附
属
女
子
中

高
後
援
会
コ
ー
ラ
ス
部「
ア

コ
ー
ル
聖
徳
」、附
属
取
手

聖
徳
女
子
中
高
後
援
会

コ
ー
ラ
ス
部
・
コ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
の
方
々
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
た
、聖
徳
学
園“
第
九
”合
唱

団
。男
声
合
唱
は
日
本
声
楽
家

協
会
で
す
。

　

こ
の
日
は
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

作
曲
の
劇
音
楽「
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン

王
」序
曲
の
後
、交
響
曲
第
九
番

「
合
唱
付
」が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
声
合
唱
は
、鈴
木
純
子
講

師
の
指
導
の
も
と
、春
先
か
ら

練
習
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。プ

ロ
の
演
奏
家
の
方
々
と
同
じ
舞

台
に
立
ち
、間
近
で
耳
に
し
た

素
晴
ら
し
い
音
色
に
刺
激
を
受

け
、本
番
は
一
番
よ
い
歌
声
で
演

奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

終
演
後
に
は
充
実
感
溢
れ
た
姿

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

継
氏
よ
り
、「
今
日
は
先
生
か
ら

言
わ
れ
て
避
難
す
る
立
場
だ
っ

た
が
、今
後
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
と
し
て
避
難
誘
導
す
る
立
場

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
話

が
あ
り
ま
し
た
。引
き
続
き
、川

並
弘
純
災
害
対
策
本
部
長
よ

り
、「
地
震
は
い
つ
来
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。多
く
の
学
生
の
皆

さ
ん
は
、卒
業
し
て
指
導
者
と

な
り
ま
す
。そ
こ
で
は
自
分
で

考
え
行
動
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。三
月
十
一
日
の
東
日
本

大
震
災
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
」と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、教
職
員
と
一
部
の

学
生
に
よ
り
、水
が
入
っ
た
消

火
器
を
用
い
た
消
火
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、安
否
確
認
に

は
、昨
年
に
引
き
続
き
、学
内
外

を
問
わ
ず
対
応
で
き
るW

eb

ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し

ま
し
た
。

聖徳大学川並香順記念講堂のステージ

　

第
四
十
四
回
千
葉
県
私
学

教
育
功
労
者
表
彰
式
典
が
昨

年
十
二
月
七
日（
土
）、
ア
パ

ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
東
京
ベ
イ

幕
張（
千
葉
市
）に
て
行
わ
れ
、

本
学
園
か
ら
左
記
の
六
名
が
、

多
年
に
わ
た
る
千
葉
県
の
私

学
教
育
の
振
興
・
発
展
へ
の
功

労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

被表彰者代表謝辞を述べる萩原副校長左より、当日出席の川並芳純学長補佐、有働教授、
萩原副校長、三須副校長、川並珠緒園長

避難状況の報告を受ける災害対策本部長消火訓練

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

	

川
並		

弘
純	

学
長

聖
徳
大
学
児
童
学
部
児
童
学
科

	

有
働		

玲
子	

教
授

聖
徳
大
学
心
理
・
福
祉
学
部
心
理
学
科

	

長
田		

由
紀
子	

教
授

聖
徳
大
学
附
属
女
子
高
等
学
校

	

萩
原		

昇	

副
校
長

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校

	

三
須		

吉
隆	

副
校
長

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園
・
附
属
浦
安
幼
稚
園

	

川
並		

珠
緒	

園
長

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所

第
22
回

所
長
の
伝
言
板

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、幼
児
期

早
期
、幼
児
期
後
期
、学
童
期
、

思
春
期
の
話
題
を
毎
年
順
に
取

り
上
げ
、開
催
し
て
お
り
ま
す

が
、今
回
は
思
春
期
を
テ
ー
マ

に
し
て
、三
月
十
五
日（
土
）に
開

く
予
定
で
す
。現
在
、
メ
イ
ン

テ
ー
マ
を「
悩
め
る
思
春
期
、

何
だ
か
元
気
の
な
い
子
」と
し

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
死
亡
原
因
は
年
齢

に
よ
っ
て
異
な
り
、幅
広
い
層

で
不
慮
の
事
故
が
死
因
の
多
く

を
占
め
ま
す
が
、思
春
期
年
齢

の
子
ど
も
の
最
も
多
い
死
因
は

自
殺
で
す
。家
庭
生
活
、学
校
生

活
に
お
い
て
、身
体
的
、心
理
的

な
問
題
を
抱
え
た
子
ど
も
は
抑

う
つ
、不
眠
、不
登
校
な
ど
を
示

し
、学
業
や
人
間
関
係
に
影
響

す
る
だ
け
で
な
く
、状
況
に
よ

っ
て
は
自
ら
自
分
の
生
命
を
断

つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
か
ら
だ
」と
も「
こ
こ
ろ
」と

も
つ
か
な
い
悩
み
や
困
難
を
抱

え
た
思
春
期
の
子
ど
も
を
、家

庭
や
学
校
や
地
域
が
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
、
対
応
し
て
い
く
か

を
小
児
科
、
精
神
科
、
教
育
相

談
な
ど
各
領
域
の
専
門
家
の
立

場
か
ら
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、

会
場
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

所長
松浦	信夫

お知らせ
聖徳大学児童学研究所主催

第8回 子どもの発達シンポジウム

宮尾	益知
（国立成育医療研究センターこころの診療部発達心理科医長）

古賀	良彦
（杏林大学医学部精神神経科学教室主任教授）

加室	弘子
世田谷区教育委員会［　　　　 　　　　　 　　  　　　　　　　　］総合教育相談室教育相談専門指導員（臨床心理士）

●	テーマ	●

「悩める思春期、何だか元気のない子」

三
千
人
以
上
が
参
加

平
成
二
十
五
年
度 

聖
徳
大
学
消
防
・
防
災
総
合
訓
練

　

聖
和
会
は
、本
学
通
信
教
育

部
の
短
期
大
学
部
、大
学
、大
学
院

の
同
窓
会
で
、現
在
四
千
八
百
名

の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
総
会
と
役
員
・
支
部

長
研
修
会
を
年
度
に
よ
り
交
互

に
開
催
し
て
お
り
、ま
た
首
都

圏
の
支
部
に
お
い
て
は
支
部
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。本
年
度

に
つ
い
て
は
、昨
年
の
五
月
に

役
員
・
支
部
長
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。研
修
会
で
は
、今
年

度
の
事
業
計
画
や
予
算
に
つ
い

て
の
審
議
が
行
わ
れ
、ま
た
各

役
員
・
支
部
長
一
人
ひ
と
り
か

ら
現
状
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。研
修
会
後
の
懇
親
会
で
は

楽
し
く
親
交
を
深
め
、次
回
総

会
で
の
再
会
を
誓
っ
て
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、秋
期
に
は
、在
学
生
支

援
の
た
め
の
学
習
ガ
イ
ダ
ン
ス

と
学
生
募
集
の
た
め
の
説
明
会

を
、事
務
局
職
員
に
協
力
い
た

だ
き
開
催
し
ま
し
た
。東
京
支

部
で
は
一
月
に
支
部
会
を
開
催

し
、同
窓
生
同
士
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
総
会
を

開
催
す
る
年
と
な
っ
て
お
り
、

夏
期
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

同
窓
生
の
親
睦
、在
学
生
へ
の

支
援
と
共
に
、通
信
教
育
部
と

学
園
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
、今
後
も
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

通
信
教
育
部
同
窓
会
「
聖
和
会
」活
動
報
告

昨年5月の役員・支部長研修会

第
三
十
回
聖
徳
学
園
「
第
九
の
夕
べ
」
開
催

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

「
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
」挙
行

　

穏
や
か
な
日
和
に

恵
ま
れ
た
昨
年
十
一

月
十
六
日（
土
）に
聖

徳
学
園
三
田
幼
稚
園

の
創
立
八
十
周
年
記

念
式
典
お
よ
び
祝
賀

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、港
区
長

を
は
じ
め
、た
く
さ
ん

の
ご
来
賓
の
方
々
、

父
母
の
会
Ｏ
Ｇ
の
皆

さ
ま
、親
子
二
代
に
わ
た
り
在

園
さ
れ
て
い
る
園
児
と
保
護
者

の
方
々
、元
職
員
の
方
々
に
ご

臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

川
並
知
子
名
誉
学
園
長
、川

並
弘
純
学
園
長
の
式
辞
、川
並

妙
子
園
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

ご
来
賓
の

方
々
か
ら

も
多
く
の

ご
祝
辞
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

年
長
児

に
よ
る
お

祝
い
の
歌

で
は
、
新

井
宿
幼
稚

園
の
こ
ろ
に
歌
わ
れ
て
い
た

「
仏
の
子
ど
も
」、川
並
弘
昭
前

学
園
長
が
好
き
だ
っ
た「
旅

愁
」、
学
園
の
応
援
歌
で
も
あ

る「
君
よ
夢
の
翼
を
拡
げ
て
」

の
三
曲
を
メ
ド
レ
ー
で
披
露
し

ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、祝
賀
会
ま
で
の

間
、「
思
い
出
の
部
屋
」で
年
代

別
の
卒
園
ア
ル
バ
ム
や
写
真
の

展
示
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、式
典
会
場
で
祝
賀
会

も
行
わ
れ
、在
園
児
の
保
護
者

に
よ
る
お
祝
い
の
生
演
奏
の

中
、思
い
出
を
語
り
合
っ
た
り
、

卒
園
児
の
保
護
者
の
方
が
ゴ
ス

ペ
ル
の
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
り
と
、楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

川並妙子園長のあいさつ

園児から花束を受ける
川並弘純学園長、川並知子名誉学園長、川並妙子園長

●	日	時	●

3月15日（土）　13：00〜17：00
●	場	所	●

聖徳大学1号館 香順メディアホール

●	講演者	●

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

本
学
園
か
ら
6 
名

第
八
回 

子
ど
も
の
発
達シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
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聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
夢
実
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
連
携
し
、大
学
三

年
生
、短
大
一
年
生
の
就
職
活

動
の
た
め
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

添
削
、就
活
ア
ド
バ
イ
ス
を
行 

っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
問
題
点
、

文
章
上
の
不
備
な
ど
を
指
摘
し
、

再
度
書
き
直
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
う
し
た
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

一
人
の
学
生
に
対
し
、三
～
五

回
程
度
、繰
り
返
し
て
い
き
ま

す
。
十
二
月
以
降
、約
五
十
名

の
学
生
と
こ
う
し
た
こ
と
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
指
導
を
し
て
い
て
、気
づ

い
た
こ
と
な
ど
を
整
理
し
て
お

き
ま
す
。次
年
度
就
活
を
控
え

る
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、ぜ
ひ

ご
一
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
作
成

す
る
た
め
に
は
、学
生
時
代
を

振
り
返
り
、自
分
の
強
み
・
弱
み

を
分
析
し
た
り
、自
分
に
適
し

た
業
界
・
職
種
を
探
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
う

し
た
こ
と
を
根
気
よ
く
行
っ
た

う
え
で
、
通
過
す
る
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
、具
体
性
と
一
貫
性
で
す
。

責
任
感
、正
確
性
、協
調
性
、柔

　

十
二
月
五
日（
木
）

に「
第
四
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
発
表
会
」

を
大
学
七
号
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
ま
だ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
経
験
が
な
い
学
生

に
と
っ
て
、
活
動
の

き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
実
施
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
対
す
る
関
心
も

年
々
高
ま
り
、活
動
申

請
数
も
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
今
回
で

四
回
目
と
な
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表

会
は
、昨
年
度
の
二
倍

を
超
え
る
学
生
の
参

軟
性
、ス
ト
レ
ス
耐
性
な
ど
、伝

え
た
い
内
容
に
関
し
て
、採
用

担
当
者
が
納
得
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
具
体
的
に
書
い
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

実
際
に
自
分
が
経
験
し
た
こ

と
、学
ん
だ
こ
と
、お
よ
び
成

果
、獲
得
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
、一
貫
性
を
も
っ
て
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、実
際
に
は
、「
ア
ル
バ

イ
ト
を
休
ま
ず
続
け
た
の
で
責

任
感
が
あ
り
ま
す
」と
い
う
抽

象
的
な
表
現
に
止
ま
っ
て
い
た

り
、冒
頭
で
責
任
感
を
伝
え
る

つ
も
り
が
、最
後
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
あ
っ
た
り
と
、

文
章
に
一
貫
性
が
欠
け
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、さ
ま

ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
質
問
を
し

て
、具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

一
緒
に
探
し
、そ
の
書
き
方
、表

現
方
法
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作

成
に
あ
た
り
苦
戦
し
て
い
る
の

は
、文
章
力
と
具
体
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
浮
か
ば
な
い
と
い
う
二

点
で
す
。こ
こ
を
乗
り
切
る
た

め
に
は
、簡
潔
に
書
く
、単
語
で

は
な
く
文
で
伝
え
る
、そ
し
て
、

日
々
の
学
生
生
活
に
お
け
る
振

り
返
り
の
習
慣
が
重
要
で
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、特
に

次
の
こ
と
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
特
訓
中

　

―　
大
切
な
こ
と
は
、「
具
体
性
」と「
一
貫
性
」　―

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

①
言
語
力
、文
章
力
を
鍛
え
る

（
自
分
の
考
え
や
意
思
を

正
確
に
言
語
や
文
章
で
伝

え
る
力
）

②
振
り
返
る
習
慣
（
ア
ル
バ

イ
ト
、サ
ー
ク
ル
で
の
出
来

事
な
ど
を
日
々
振
り
返
り

な
が
ら
、改
善
を
行
い
、試

行
錯
誤
を
続
け
る
こ
と
）

当センターでエントリーシート作成に取り組む学生たち

「
第
四
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表
会
」開
催

加
者
が
あ
り
、そ
の
大
半
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
な
い
一
年

生
で
し
た
。身
近
な
先
輩
の
発

表
と
あ
っ
て
、真
剣
に
聞
く
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
は
、①
保
育
所
、②
小
学

校
、③
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、④
障

が
い
者
福
祉
施
設
、⑤
生
涯
学

習
の
五
分
野
で
九
名
の
学
生
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
き
っ

か
け
や
活
動
内
容
な
ど
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
効
果
的

に
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、千
葉
県
社
会
福
祉
協

議
会
や
受
け
入
れ
先
団
体
等
、

計
十
名
の
方
々
に
来
賓
と
し
て

お
越
し
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
講
評
と
紹
介
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

学生による発表の様子

　

今
年
度
か
ら
、新
た
に
四
年

生
対
象
に「
教
職
実
践
演
習
」の

授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
の
教
職
科
目
、教
育
実
習

の
総
ま
と
め
と
し
て
の
授
業
で

す
。

　

内
容
は
、「
小
学
校
の
役
割
と

教
師
の
使
命
」か
ら「
教
科
の
指

導
」「
学
級
経
営
」「
教
育
の
課

題
」「
家
庭
と
の
連
携
」ま
で
、こ

れ
か
ら
教
員
に
な
っ
て
学
生
が

遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う
テ
ー
マ
が

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。教
授

陣
は
、教
職
実
践
セ
ン
タ
ー
全

員
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
十
二
日（
木
）に

は
、教
員
に
な
っ
て
す
ぐ
に
対

応
す
る
こ
と
に
な
る「
学
級
通

信
の
作
成
」「
保
護
者
と
の
対

応
」を
テ
ー
マ
に
演
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

授
業
後
の
学
生
の
感
想
に

は
、「
先
輩
の
話
を
う
か
が
っ

て
、こ
れ
か
ら
す
ぐ
に
で
も
学

級
通
信
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
」「
保
護
者
対
応
の
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
を
し
ま
し
た
。保
護
者

へ
の
対
応
は
い
ま
ま
で
不
安
に

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、な
ん
と

か
や
れ
そ
う
な
気
が
し
て
き
ま

し
た
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

教
職
実
践
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「学級通信の作成」ゲストティーチャー・卒業生の現職教員による説明

「保護者対応」指導者とのロールプレイの様子

よ
い
先
生
に
な
る
た
め
に

「
教
職
実
践
演
習
」始
ま
る

SOA講師
高橋	啓市

インド料理印度亭マネージャー
後藤	よしお

聖徳大学	教授
永田	忠博

野菜ソムリエ
田野島	万由子、	他

赤坂四川飯店料理長
鈴木	広明

聖徳大学	教授
永田	忠博

拓殖大学	講師
河内	哲郎

高橋貴美代スタジオ「K」主宰
高橋	貴美代

手の平サイズから好みの大きさの硯を製作します。
小型の硯は短時間で製作できます。是非、愛用の
一つを手元に置いて活用してみませんか。

身体に優しいインド料理。実は、すごくシンプルで食
べやすいものだったのです。シンプルで、軽くて、ヘル
シー♪	今回は野菜カレーを作ります。

昔ながらの風味豊かな味噌作り。大豆に豊富なタン
パク質を、旨味成分のアミノ酸に変化させる伝統技
術を学ぶとともに、手前味噌に感動してください。

旬の野菜・果物には、栄養価だけではない魅力的な
効果・効能があります。食材や料理を通じて学べる
カラーセラピー術を調理実習を交えて行います。

中国料理には、家庭向きの料理がたくさんあります。
そんな中華を楽しく学びながら、食卓を華やかにしま
しょう！

こんにゃく精粉をお湯によく分散させて、凝固剤を入
れてこんにゃくをつくります。講座では、複数の薬味
でこんにゃくを、それぞれ作る予定です。

国産の香りよい地粉で、ツヤツヤで喉ごしのよいう
どん3人前を打ちます。「うどんを巡る四方山話」と
ともに、手順を実演を交えながら説明します。

サクサクのタルト生地の上にイチゴをたくさん盛りつ
けた、贅沢なケーキを作ります。手作りのタルトをご家
族やお友達にプレゼントしてみてはいかがですか？

2／28、 3／14（金・2回）

2／17（月）

2／28（金）

2／21、 3／14（金・2回）

2／22（土）

2／21（金）

2／14（金）

3／18（火）

13：00〜16：00

10：00〜12：00

13：00〜15：00

10：00〜11：25

9：45〜12：00

13：00〜15：00

13：00〜15：00

13：00〜15：30

My「硯」を作ろう

インド料理印度亭
〜ホームスタイルカリー③〜

味噌づくり

旬の味覚を楽しむ
カラーセラピー術

家庭で楽しめる
中国料理

こんにゃくづくり

うどん打ち教室

基本のスイーツ、
イチゴのタルト

■お問い合わせ先／生涯学習課　Tel：０４７-３６５-３６０１

講座名 講師 日時 内容

第Ⅲ期（1月〜3月） 冬期公開講座　　　1DAY講座

第1部　講演

第2部　活動報告  〜ミニ・コンサート〜

講師 村井	大司	氏	 釜石市教育委員会事務局総務課長
※3.11当時 釜石市総務企画部広聴広報課長
釜石市民吹奏楽団団長

お 話・演 奏　Diva-Renger
（聖徳大学卒業） 【ディヴァレンジャー】	

「3.11	釜石のあのとき〜現状」

「被災地を訪問して」

※上記企画はチャリティとして開催し、募金は復興支援として岩手県の担当部局にお渡しする予定です。

日時：3月8日（土） 13：00〜15：00
場所：聖徳大学香順メディアホール
定員：150名

あの日から3年 東日本大震災
震災復興企画

無料／要予約

演奏曲目
ミュージカル〈アニー〉より

「トゥモロー」、
マイ・ウェイ、
Ever After

（ディヴァレンジャー・　
　オリジナルソング）

ほか

まだ
間に合う



第70 号 （4）平成26年2月1日（土）学園創立80周年

　

こ
の
度
、学
園
創
立
八
十
周
年
記

念
事
業
に
お
け
る
施
設
設
備
の
充
実

と
し
ま
し
て
、聖
徳
大
学
七
号
館
と

二
号
館
の
長
机
の
入
れ
替
え
を
行
い

ま
し
た
。七
号
館
六
十
七
教
室
の
千 

百
二
十
一
台
、二
号
館
三
教
室
の
八 

十
二
台
の
入
れ
替
え
で
す
。

　

新
し
い
長
机
は
、天
板
は
明
る
い

薄
茶
色
の
木
目
調
で
、メ
ラ
ミ
ン
化

粧
板
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。メ
ラ

ミ
ン
化
粧
板
は
、耐
久
性
、耐
水
性
、

耐
磨
耗
性
に
優
れ
、傷
に
強
い
特
徴

が
あ
り
ま
す
。正
面
の
幕
板
は
聖
徳

カ
ラ
ー
の
ブ
ル
ー
を
基
調
に
し
て
お

り
、教
室
の
イ
メ
ー
ジ
も
明
る
く
一
新

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
長
机
は
折
り
た

た
む
こ
と
が
で
き
、ス
ト
ッ

パ
ー
付
の
キ
ャ
ス
タ
ー
が

付
い
て
、女
性
に
も
移
動
が

し
や
す
い
も
の
で
す
。そ
れ

に
よ
り
、机
の
並
び
を
自
由

に
変
え
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

等
、学
生
が
主
体
的
・
能
動

的
に
学
ぶ
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
」な
ど
の
授
業
の

可
能
性
も
広
が
り
、女
性
大

学
と
し
て
明
る
く
学
習
意

欲
の
高
ま
る
環
境
を
学
生

に
提
供
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、こ

の
教
育
環
境
を
継
続
、発
展

さ
せ
る
た
め
に
、今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「
第
二
回 

宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」

人
間
栄
養
学
部
の
学
生
が
二
部
門
優
勝
の
快
挙！

　

山
﨑
直
子
・
宇
宙
飛
行
士
と
宇
宙
を

旅
し
た
松
戸
産
の
和
カ
ボ
チ
ャ「
松
戸

白
」を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン

ト
の「
第
二
回　

松
戸
白
宇
宙
か
ぼ
ち

ゃ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催
・
松
戸
白

宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
の
会
）が
、昨
年
十
一

月
十
七
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は「
ス
イ
ー
ツ
部
門
」「
ク
ッ
キ
ン

グ
部
門
」の
二
部
門
に
分
か
れ
、レ
シ
ピ

の
公
募
が
行
わ
れ
ま
し
た
。本
学
か
ら

は
、人
間
栄
養
学
部
一
年
生
を
中
心
に

約
二
百
二
十
名
の
学
生
が
応
募

し
ま
し
た
。

　

書
類
選
考
後
、各
部
門
六
点

が
調
理
審
査
出
場
者
と
し
て
選

抜
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
う
ち
本
学

学
生
は
、ス
イ
ー
ツ
部
門
五
点
、

ク
ッ
キ
ン
グ
部
門
三
点
の
計
八

点
が
本
選
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。本
選
当
日
は
、初
め
て

の
場
所
と
道
具
で
緊
張
の
中
、懸

命
に
調
理
を
行
い
、「
ス
イ
ー
ツ

部
門
」「
ク
ッ
キ
ン
グ
部
門
」と
も

に
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ス
イ
ー
ツ
部
門
は
、人
間
栄

養
学
部
一
年
生
の
菅
生
晶
子
さ

ん
の
作
品「
巾
着
大
福
」で
、菅

生
さ
ん
は
、「
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
は

丸
く
形
を
整
え
る
の
が
難
し
い

の
で
、巾
着
の
形
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、大
福
の
中
身
を
か
ぼ
ち
ゃ

と
粒
あ
ん
の
二
層
に
す
る
こ
と

で
ち
ょ
う
ど
よ
い
甘
味
と
か
ぼ

ち
ゃ
の
風
味
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ク
ッ
キ
ン
グ
部
門
は
、人
間

栄
養
学
部
三
年
生
の
仁
田
玲
子

さ
ん
の
作
品「
松
戸
白
宇
宙
か
ぼ

ち
ゃ
の
ピ
ザ
風
」で
、仁
田
さ
ん
は
、

「
か
ぼ
ち
ゃ
に
は
、た
ん
ぱ
く
質

や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
多
く
の
栄
養

素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。皮
の
付

近
に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

皮
つ
き
の
ま
ま
調
理
を
し
ま
し

た
。挽
肉
や
チ
ー
ズ
で
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
寒
い
季

節
に
熱
々
で
美
味
し
く
食
べ
て

い
た
だ
け
ま
す
」と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

 
寄
付
者
芳
名
一
覧  

平
成
二
十
五
年
十
月
〜
平
成
二
十
五
年
十
一
月
ご
寄
付
分

●
取
引
業
者
関
係

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン	

様

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｎ
コ
ア
ラ
葛
飾　

様

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

大
成
造
園
株
式
会
社　

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
正
文
社　

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園　

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス　

様
（
一
五
、〇
〇
〇
円
）

●
同
窓
会
団
体

一
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

聖
徳
学
園
菊
水
会

（
聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会
）　

様

［
内
訳
］

一
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

聖
徳
学
園
菊
水
会

（
聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会
）　

様

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

香
和
会（
聖
徳
大
学
同
窓
会
）　

様

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

聖
和
会

（
聖
徳
大
学
通
信
教
育
部
同
窓
会
）　

様

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

ひ
じ
り
会

（
聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校
同
窓
会
）	

様

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

爽
和
会

（
聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

同
窓
会
）　

様

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

聖
朋
会

（
聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・

高
等
学
校
同
窓
会
）　

様

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

秋
和
会

（
聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
同
窓
会
）　

様

四
〇
、〇
〇
〇
円

な
ご
み
会

（
聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
同
窓
会
）　

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

わ
か
ば
会

（
聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園
同
窓
会
）	

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

和
香
竹
会

（
聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園
同
窓
会
）　

様

四
〇
、〇
〇
〇
円

か
を
り
会

（
聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園
同
窓
会
）　

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

菊
水
会

（
聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園
同
窓
会
）　

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

す
な
お
会

（
聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園
同
窓
会
）　

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

知
水
会

（
聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園
同
窓
会
）　

様

●
大
学
後
援
会
関
係

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円 	

星
野　

伸
之	

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円 

 

有
馬　

博
文	

様

●
香
和
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円 

	

川
崎　

眞
佐
代	

様

一
五
、〇
〇
〇
円 

	

中
川　

庸
子	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

松
本　

眞
佐
美	

様

●
ひ
じ
り
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円 

	

池
田　

恵
美
子	

様

●
一
般
そ
の
他

一
〇
、〇
〇
〇
円 

	

五
十
嵐	

多
雅
子	

様

関　

豊	

様	

本
清　

幸
子	

様

本
清　

剛
史	

様	

本
清　

武
人	

様

●
教
職
員
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円 

	

植
木　

幸
英	

様

岡
堂　

哲
雄	

様	

木
村　

敬
子	

様

三
枝　

千
代
子	

様	

佐
々
木	

美
奈
子	

様

佐
藤　

三
郎	

様	

末
廣　

敬
邦	

様

所　

敏
治	

様	

松
浦　

信
夫	

様

五
〇
、〇
〇
〇
円 

	

菅
沼　

憲
治	

様

塚
本　

美
知
子	

様	

松
山　

武
士	

様

三
〇
、〇
〇
〇
円 

	

林　

徹	

様

福
井　

英
記	

様	

松
本　

仲
子	

様

田
代　

和
子	

様	

西
塚　

清	

様

越
尾　

高
也	

様

五
〇
、〇
〇
〇
円

岡
田　

博
作　
　
　

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

荷
口　

優	

様

三
〇
、〇
〇
〇
円 

	

木
内　

忠
輿	

様

原
田　

正
夫	

様	

若
松　

信
之	

様

二
〇
、〇
〇
〇
円 

	

足
立　

善
朗	

様

泉
本　

大
志	

様	

浦
田　

幸
利	

様

佐
々
木　

仁	

様	

皆
川　

健
一	

様

渡
辺　

博
光	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

秋
元　

照
峰	

様

天
野　

剛
弘	

様	

伊
原　

和
美	

様

上
野　

達
也	

様	

大
谷　

典
之	

様

小
川　

輝
久	

様	

片
山　

猛	

様

椛
田　

義
男	

様	

北
村　

秀
一	

様

清
野　

道
義	
様	

桐
戸　

雅
光	

様

小
島　

知
子	
様	

近
藤　

ト
シ	

様

斉
藤　

利
雄	
様	
坂
田　

仁	

様

笹
島　

恵
子	

様	
清
水　

正
雄	

様

鈴
木　

優	

様	
對
間　

祥
郎	

様

髙
石　

晴
久	

様	

髙
柳　

譲
司	

様

田
口　

禎
一　
　
　

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

天
間　

護	

様	

中
川　

智
也	

様

永
田　

浩	

様	

中
臺　

豊	
様

中
村　

弘
之	

様	

仁
田　

智
之	
様

沼
田　

将
勝	

様	

萩
原　

敏
明	
様

菱
沼　

一
弘	

様	

平
田　

靖
治	

様

藤
田　

隆
久	

様	

星
野　

和
美	

様

松
田　

儀
一	

様	

横
山　

正
人	

様

五
、〇
〇
〇
円	

	

鎌
田　

貴
代
子	

様

三
、〇
〇
〇
円	

	

柳
田　

保	

様

二
、〇
〇
〇
円	

	

新
井　

克
寿	

様

●
通
信
教
育
生

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

阿
部　

幸
江	

様

池
田　

正
子	

様	

小
柳　

昭
彦	

様

萩
原　

睦
子	

様	

三
浦　

克
枝	

様

●
Ｓ
Ｏ
Ａ
会
員

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円	

	

山
田　

恒
夫	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

佐
藤　

登	

様

五
、〇
〇
〇
円	
	

岩
間　

奈
緒
美	

様

●
幼
児
教
育
専
門
学
校
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円 

	

雨
宮　

秀
雄	

様

田
中　

正
寿	

様	

栁　

徳
子	

様

吉
川　

泰
司	

様

●
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
円	

	

松
本　

博
幸	

様

二
〇
、〇
〇
〇
円	

	

久
保　

俊
道	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

大
久
保　

俊
道	

様

佐
藤　

正
寿	

様	

鈴
木　

康
夫	

様

増
子　

直
人	

様	

山
中　

清
一	

様

五
、〇
〇
〇
円	

	

根
本　

孝	

様

宮
渕　

兼
彰	

様

●
附
属
小
学
校
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円	

	

大
野　

竜
昭	

様

五
〇
、〇
〇
〇
円	

	

髙
橋　

肇	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

村
中　

雅
則	

様

●
三
田
幼
稚
園
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円 

 

川
﨑　

享	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

北
島　

義
彦	

様

吉
野　

純
次	

様	

米
山　

良
樹	

様

●
附
属
幼
稚
園
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
円 

	

田
中　

直
輝	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円 

	

小
田　

豊	

様

塩
田　

良
一	

様	

澁
川　

祥
子	

様

高
橋　

健
一
郎	

様	

中
島　

毅	

様

東
川　

則
子	

様

（
五
、〇
〇
〇
円
） 

	

秋
元　

好
子	

様

大
石　

文
子	

様

（
三
、五
二
五
、〇
〇
〇
円
）

	

匿
名
希
望
者
合
計

※（　

）内
は
累
計
額

　

合
計　
　

四
〇
四
件二三

、九
五
五
、〇
〇
〇
円

　

累
計　
　

四
九
五
件二八

、六
三
九
、〇
〇
〇
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
よ
り
お
払
込
み
を
さ
れ

た
場
合
も
、
個
人
情
報
保
護
の
関
係
で
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年

十
一
月
三
十
日
ま
で
の
ご
寄
付
分
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

募
金
だ
よ
り

■
ご
寄
付
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て
　
お
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、ご
住
所
と
お
名
前
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
募
金
係
よ
り
募
金
趣
意
書
、払
込
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．〇
四
七　—

　

三
六
五　—

　

一
一
一
一（
代
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　bokin@

seitoku.ac.jp

聖徳大学7号館教室

育
者
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
、

学
内
で
の
学
習
は
重
要
で
す
。

し
か
し
、保
育
現
場
に
お
け
る
実
習

を
は
じ
め
と
し
た
社
会
で
の
多
様
な

経
験
は
、学
内
で
は
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
貴
重
な
学
び
と
な
り
ま
す
。

「
保
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
卒
業

し
、社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に

は
、学
外
に
お
け
る
経
験
が
欠
か
せ
な

い
」と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
た
実

習
体
験
発
表
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
短
期
大
学
部
保
育
科
の
学
生
は
、

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
と
保
育
士
資

格
取
得
の
た
め
に
、五
回
の
実
習
を

経
験
し
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
で

気
が
つ
い
た
自
己
課
題
を
、次
の
実

習
で
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

実
践
的
指
導
力
を
身
に
つ
け
て
い

き
ま
す
。
現
在
、卒
業
年
次
生
は
す

べ
て
の
実

習
を
終
了

し
、
四
月

か
ら
保
育

者
と
し
て

活
躍
す
る

た
め
、こ
れ

ま
で
の
振

り
返
り
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
そ
の
よ
う
な
中
、昨
年
十
二

月（
第
一
部
生
）お
よ
び
平
成

二
十
六
年
一
月（
第
二
部
生
）

に
、「
第
十
七
回
保
育
科
実
習
体

験
発
表
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、卒
業
年
次
生
が
実
習

の
成
果
を
発
表
し
、下
級
生
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
だ
け
で

な
く
、発
表
学
生
に
と
っ
て
は
、

資
料
作
成
な
ど
準
備
を
行
う
こ

と
で
自
分
自
身
を
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
当
日
、発
表
者
の
緊
張

し
つ
つ
も
自
信
に
満
ち

た
表
情
か
ら
頼
も
し
さ

を
感
じ
た
の
は
、私
だ
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。発

表
者
の
言
葉
に
聞
き
入

り
、真
剣
に
メ
モ
を
と
る

下
級
生
の
様
子
か
ら
は
、

実
習
に
対
す
る
真
剣
な

姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。第

一
部
生
の
場
合
、発
表
学
生
は

二
年
生
で
あ
り
、参
加
し
て
い

る
一
年
生
と
は
わ
ず
か
一
年
の

差
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

「
さ
れ
ど
一
年
の
差
」を
大
き
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
実
習
体

験
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
短
期
大
学
部
保
育
科
准
教
授

／
専
門
は
幼
児
音
楽
）

研
究
室
か
ら

第 回19
小
畑　

秀
樹

成
長
の
証
を
実
感
し
た「
実
習
体
験
発
表
会
」

保

発表者の経験に基づく具体的な言葉は、教員
による指導とは違った説得力がありました

自信作を手にする仁田さん（左）と菅生さん（右）

松戸白宇宙かぼちゃのピザ風

巾着大福
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昨
年
十
二
月
二
十
日（
金
）、

本
校
創
立
三
十
周
年
記
念
教
育

講
演
会
に
、バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ

　

本
年
度
も
昨
年
七
月
十
六
日

（
火
）よ
り
、姉
妹
校
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
校

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・
シ
ド
ニ
ー
）

へ
、本
校
生
徒
が
留
学
し
ま
し

た
。短
期
留
学（
十 

一
日
間
）に
は
一
名
、

長
期
留
学（
六
十
二

日
間
）に
は
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。現

在
は
、Ｍ
Ｌ
Ｃ
校
か

ら
来
日
し
た
三
名

の
生
徒
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
、本
校
生
徒
と
共

に
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

　

留
学
し
た
の
は
、

普
段
か
ら
意
欲
的

ン
ピ
ッ
ク
二
百
メ
ー
ト
ル
平
泳

ぎ
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た

岩
崎
恭
子
先
生
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。講
演
の
題
名
は
、「
幸
せ

は
い
つ
も
自
分
で
つ
か
む
」と

い
う
こ
と
で
、保
護
者
の
皆
さ

ま
方
に
も
多
数
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

負
け
ず
嫌
い
の
少
女
が
五
歳

か
ら
水
泳
を
始
め
、そ
の
後
、中

学
二
年
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

選
手
と
な
り
、金
メ
ダ
リ
ス
ト

に
な
る
ま
で
の
話
の
中
で
、「
目

標
を
持
っ
た
時
の
人
間
は
、無

限
の
力
を
発
揮
し
、結
果
が
出

な
く
て
も
必
ず
何
か
に
つ
な
が

る
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、世
界
の
頂
上
を
極
め

た
栄
光
の
裏
に
は
、計
り
知
れ
な

い
苦
難
や
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
家

族
の
力
や
友
人
の
支
え
が
必
要

だ
っ
た
こ
と
、「
悩
ん
だ
時
は
目

線
を
上
げ
よ
う
！！
」と
い
う
印

象
的
な
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
金
メ
ダ
ル
を
ご
披
露

く
だ
さ
り
、会
場
は
と
て
も
盛

り
上
が
り
、思
い
出
に
残
る
教

育
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

に
英
語
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
生
徒
で
し
た
が
、実
際
の
英

語
に
触
れ
る
と
想
像
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
帰
国
す
る
こ
ろ
に
は

相
当
な
上
達
を
み
せ
、英
語
検

定
の
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
に
お

い
て
も
高
得
点
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

日
本
に
滞
在
中
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
生

徒
三
名
も
、も
う
す
っ
か
り
本

校
の
学
校
生
活
に
な
じ

み
、本
校
生
徒
た
ち
と
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。年

末
年
始
と
い
う
特
別
な
シ

ー
ズ
ン
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
過
ご
す
の
も
、貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
交
換
留
学
は
、生

徒
た
ち
が
自
国
、他
国
に

対
す
る
関
心
を
深
め
、英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
喜
び
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
環
と
し
て
、総
合

文
化
学
科
で
は
一
年

生
後
期
に
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ

Ｃ
Ｉ
Ｅ
新
聞
を
制
作

し
て
い
ま
す
。キ
ャ

リ
ア
支
援
室
協
力
の

も
と
、昨
年
十
二
月

七
日（
土
）に
第
八
回

「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
新

聞
」コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、学
園
創

立
八
十
周
年
に
当
た
る
こ
と
と
、

本
学
短
期
大
学
部
が
文
部
科
学

省
の「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事

業
」（
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）に
採

択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
80
」「
松

戸
」の
二
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
優
勝（
新
聞
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
）は
、デ
ザ
イ

ン
・
イ
ン
テ
リ
ア
、養
護
・
保
健
、

製
菓
ブ
ラ
ン
チ
の
グ
ル
ー
プ
の

「
松
戸
の
和
の
食
べ
物
『
和
菓

子
と
梨
』」で
し
た
。「
松
戸
」の

和
菓
子
店「
さ
が
み
屋
」を
取
材

し
、四
代
目
の
ご
主
人
と
お
母

さ
ま
で
守
っ
て「
80
」有
余
年
、

地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
、

そ
し
て
聖
徳
生
も
利
用
し
て
い

る
と
い
う
お
店
で
し
た
。質
疑

応
答
で
は
、「
な
ぜ『
和
菓
子
』を

選
び
ま
し
た
か
」と

い
う
質
問
に
対
す

る
「
聖
徳
学
園
の

『
和
』の
精
神
に
ち

な
ん
で
…
」と
い
う

回
答
に
、
会
場
全

体
が
思
わ
ず
笑
顔

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
松
戸
」
に
関
連

し
た
テ
ー
マ
で
は
、

戸
定
邸
や
松
戸
中
央
公
園
、二 

十
世
紀
梨
、市
内
図
書
館
の
便

利
な
利
用
法
な
ど
、「
80
」で
は

八
十
年
前
、一
九
八
〇
年
代
、教

職
員
八
十
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
制
作

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
部
門
で
は
、時
間
厳
守
の

中
、制
作
し
た
新
聞
の
内
容
を

六
分
で
表
現
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、日
本
文
芸
社
・
水
波

康
氏
の
講
演
や
、来
賓
の
千
葉

興
業
銀
行
・
國
吉
威
氏
、松
戸
市

立
松
戸
高
校
・
椿
仁
三
千
先
生
、

聖
徳
大
学
附
属
女
子
高
校
・
芦

田
ジ
ュ
ン
先
生
に
よ
る
講
評
が

あ
り
、講
評
で
は「
内
容
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
充
実

に
、今
後
の
伸
び
が
楽
し
み
で

す
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

川並芳純校長と岩崎恭子先生

MLCの校長先生と一緒に

総
合
文
化
学
科
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
Ⅰ

第
八
回「
Ｂ

ビ
ソ
シ
エ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
新
聞
」

コ
ン
ペ
ティ
シ
ョ
ン

　

昨
年
十
二
月
八
日（
日
）、

「
第
五
十
七
回
グ
ル
ー
プ
研
究

発
表
会
」が
三
田
校
舎
で
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
研
究
発
表
会
は
、

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
と
合
同

で
行
わ
れ
る
伝
統
あ
る
会
で
す
。

　

今
年
度
は
、専
門
学
校
一
部

二
年
生
、二
部
三
年
生
、短
期
大

学
部
二
部
三
年
生
の
十
八
グ
ル

ー
プ
が
、「
音
楽
リ
ズ
ム
」「
幼
児

心
理
」な
ど
十
二
の
領
域
に
つ

い
て
、指
導
教
員
の
も
と
、テ
ー

マ
に
関
し
て
探
究
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
聖
徳
教
育
の
一

環
と
し
て
、グ
ル
ー
プ
活
動
を

通
し
、「
知
の
心
」「
和
の
心
」を

学
ぶ
、聖
徳
な
ら
で
は
も
の
で
す
。

発
表
は
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や

実
演
を
交
え
た
見
応
え
の
あ
る

内
容
で
し
た
。そ
し
て
、各
グ
ル

ー
プ
の
研
究
発
表
に
対
し
、参

加
し
た
聖
徳
大
学
、同
短
期
大

学
部
、聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
・

八
王
子
中
央
幼
稚
園
・
多
摩
中

央
幼
稚
園
、専
門
学
校
の
教
員

　

一
月
十
九
日（
日
）、「
入
学
前

学
習
説
明
会
」を
三
田
校
舎
で

実
施
し
ま
し
た
。四
月
の
入
学

式
ま
で
の
間
を
有
意
義
に
過
ご

し
て
も
ら
い
、ス
ム
ー
ズ
に
学
生

生
活
お
よ
び
授
業
に
入
れ
る

よ
う
に
と
計
画
し
た
こ
の
説
明

会
も
今
年
で
九
年
目
と
な
り
ま

す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
入
試
・
前

期
Ｄ
日
程
ま
で
の
入
学
手
続
き

者
の
う
ち
二
十
四
名
が
参
加
し
、

全
体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
十
五
分
）、ピ
ア
ノ
説
明
会（
九 

か
ら
、心
温
ま
る
助
言
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、聴
講
し
た
専
門

学
校
一
部
一
年
生
、二
部
一
・
二

年
生
か
ら
の
質
疑
応
答
も
行
わ

れ
、意
義
あ
る
研
究
発
表
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、グ
ル
ー
プ
の

仲
間
で
深
め
合
っ
た
研
究
の
成

果
と
、自
ら
学
び
、主
体
的
に
学

ん
だ
充
実
感
の
上
に
、こ
の
経

験
を
今
後
の
幼
児
教
育
に
生
か

し
て
学
び
続
け
て
い
き
ま
す
。

十
分
）、Ａ
Ｏ
入
試
合
格
者
の
入

学
前
課
題
学
習
会（
六
十
分
）の

内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

入
学
前
学
習
課
題
の
意
図
と

内
容
に
つ
い
て
は
、そ
れ
に
使

用
す
る
テ
キ
ス
ト
等
を
配
付
し
、

説
明
を
行
い
ま
し
た
。入
学
後
、

実
習
録
等
の
文
章
作
成
ス
キ
ル

が
求
め
ら
れ
る
の
で
、「
自
己
の

活
動
記
録
」や「
コ
ラ
ム
記
事
の

書
き
写
し
お
よ
び
そ
の
感
想
」

な
ど
課
題
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
た
。

　

入
学
前
の
ピ
ア
ノ
説
明
会
で

は
、「
入
学
前
・
入
学
後
の
ピ
ア

ノ
学
習
に
つ
い
て
」の
説
明
後
、

全
員
が
実
際
に
ピ
ア
ノ
に
触
れ

な
が
ら
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し

た
。最
初
は
表
情
の
硬
か
っ
た

皆
さ
ん
も
、次
第
に
保
育
学
生

の
卵
ら
し
い
豊
か
な
表
情
を
見

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
合
格
者
の
入
学
前

課
題
学
習
会
で
は
、十
二
名
の

参
加
者
が
保
育
関
連
の
新
聞
記

事
を
切
り
抜
き
、選
択
し
た
記

事
の
ま
と
め
と
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　

入
学
前
学
習
会
は
保
育
学
生

に
な
る
と
い
う
期
待
と
自
覚
を

持
つ
大
切
な
機
会
で
す
。こ
の

後
、第
三
回（
二
月
二
十
二
日
）、

さ
ら
に
新
入
生
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン

二
回（
二
月
二
日
、三
月
十
五
日
）

が
あ
り
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

「
第
五
十
七
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会
」学生による発表

優勝グループが制作したBISOCIE新聞

入
学
前
学
習
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
！

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト 

岩
崎 

恭
子
先
生

教
育
講
演
会 「
幸
せ
は
い
つ
も

自
分
で
つ
か
む
」 

開
催

Ｍ
Ｌ
Ｃ
交
換
留
学
報
告

優勝グループの発表
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昨
年
十
一
月
三
十
日（
土
）に
、

平
成
二
十
五
年
度
の
作
品
展
が

行
わ
れ
ま
し
た
。園
児
た
ち
が

四
月
か
ら
描
い
た
り
、作
っ
た

り
し
た
作
品
を
展
示
し
、親
子

で
見
学
い
た
だ
く
日
で
す
。

　

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組（
二
歳
児
）

は
、ス
タ
ン
プ
遊
び
や
の
り
づ

け
か
ら
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
や
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
に
飾
る
オ
ー
ナ
メ

ン
ト
を
作
り
ま
し
た
。桜
組（
三

歳
児
）は
、運
動
会
で
踊
っ
た
ト

ト
ロ
を
ク
ラ
ス
全
員

で
作
っ
た
り
、
折
り

紙
を
折
っ
た
り
し
ま

し
た
。
梅
組（
四
歳

児
）は
、お
正
月
に
向

け
、門
松
や
、凧
を
作

っ
た
り
、
協
力
し
て

ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、松
組（
五

歳
児
）は
、指
人
形
を

作
り
ま
し
た
。図
鑑

を
見
な
が
ら
、
新
聞

紙
を
丸
め
た
り
、
破

い
た
り
し
な
が
ら
土

台
作
り
を
し
、
そ
の

上
に
和
紙
を
貼
り
、絵
の
具
で

色
付
け
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

指
人
形
の
洋
服
も
一
針
一
針
、

一
所
懸
命
に
縫
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、夏
に
自
分
た
ち
で
育

て
た
朝
顔
・
玉
ね
ぎ
の
皮
・
コ
ー

ヒ
ー
・
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
・
ヨ
ウ

シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
の
中
か
ら
、

一
つ
選
ん
で
バ
ッ
グ
に
染
め
物

も
行
い
ま
し
た
。

　

ど
の
学
年
も
い
ろ
い
ろ
な
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。園
児
た

ち
も
皆
、保
護
者
の
方
と
一
緒

と
い
う
こ
と
で
笑
顔
で
登
園
し
、

自
分
の
作
品
を
見
つ
け
て
は
喜

び
、作
り
方
や
作
っ
た
時
の
こ

と
を
う
れ
し
そ
う
に
保
護
者
の

方
に
伝
え
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。そ
し
て
、た
く
さ
ん
褒

め
て
も
ら
い
、満
足
そ
う
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
製
作
活
動
の
中

で
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き

る
よ
う
工
夫
し
、取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

僕
た
ち
・
私
た
ち
の

作
品
展

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

八王子幼稚園創立当初から続いている伝統的な指人形

　

幼
稚
園
で
は
、勤
労
感
謝
の

日
に
ち
な
み
、毎
年
幼
稚
園
内

外
で
働
い
て
い
る
方
へ
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
っ
て
い
ま
す
。幼
稚

園
で
働
く
方
は
も
ち
ろ
ん
、学

園
長
先
生
や
同
じ
施
設
内
の
聖

徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校
学

生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、園
医

で
あ
る
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

保
育
科
教
授
の
宮
本
茂
樹
先
生

な
ど
に
も
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
ク
ラ
ス
が
代
表
と

し
て
園
外
に
も
渡
し
に
行
き
ま

し
た
。年
少
児
は
、Ｊ
Ｒ
田
町
駅・

三
田
警
察
署
・ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、

年
中
児
は
都
営
浅
草
線
三
田

駅
・
芝
消
防
署
・
芝
消
防
署
三
田

出
張
所
、年
長
児
は
高
輪
郵
便

局
・
み
ず
ほ
銀
行
・
大
東
京
信
用

金
庫
へ
と
分
か
れ
て
行
き
ま
し

た
。

　

駅
で
は
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
券
売
機
の
裏
側
や
銀
行

内
に
あ
る
金
庫
や
両
替
機
を
見

学
し
た
り
、パ
ト
カ
ー
や
は
し

ご
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

な
か
な
か
で
き
な
い
経
験
を

し
、園
児
た
ち
も
大
喜
び
で
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。プ
レ
ゼ
ン

ト
も
年
齢
に
合
わ
せ
た
技
法
を

使
い
、
小
物
入
れ
や
カ
レ
ン

ダ
ー
な
ど
を
使
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
と
心
を
込
め
て
作
り

ま
し
た
。

　

勤
労
感
謝
の
日
と
い
う
言
葉

だ
け
で
な
く
、実
際
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
作
り
、渡
し
た
こ
と
で
、

園
児
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
な
人
が

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
働
い
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。働
い
て
い
る
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
常
に
持
ち
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
導

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

日
ご
ろ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て

～
勤
労
感
謝
の
集
い
～

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●

三田警察署を訪れた年少児たち

　

昨
年
十
二
月
十
九
日（
木
）、

「
ヨ
イ
シ
ョ
ー
！
ヨ
イ
シ
ョ

ー
！！
」と
、学
校
中
に
児
童
た

　

年
が
明
け
て
間
も
な
く
、一

月
十
一
日（
土
）に
行
わ
れ
た

「
吹
奏
楽
の
夕
べ
」で
は
、本
校

か
ら
は
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
と
三
・

四
年
生
に
よ
る
合
唱
団
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
は
、

校
内
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
参
加
な
ど
、新
た
な
試
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
も
教

師
に
や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、自
分
た
ち
で
や
る
こ
と
を

決
め
た
行
事
ば
か
り
で
す
。そ

の
た
め
か
、例
年
よ
り
も
明
ら

か
に
進
ん
で
練
習
す
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
成
果

は
想
像
よ
り
も
早
く
演
奏
面

に
表
れ
、「
昨
年
は
、こ
ん
な
に

は
音
は
鳴
ら
な
か
っ
た
」と
講

師
の
先
生
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ち
の
元
気
あ
ふ
れ

る
か
け
声
が
こ
だ

ま
し
ま
し
た
。
小

学
校
で
は
、
一
年

生
と
六
年
生
で
年

の
瀬
の
十
二
月
に

お
餅
つ
き「
行
く

年
を
送
る
集
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
一

年
生
の
手
と
一
緒

に
き
ね
を
持
つ
六

年
生
の
班
長
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
、

そ
し
て
、
優
し
さ

が
あ
り
ま
す
。六
年
生
に
と
っ

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
も
周

期
の
長
い
、五
年
に
一
度
の
こ

　

ま
た
、
三
・
四
年
生

の
歌
声
も
授
業
を
重

ね
る
に
従
っ
て
大
き

く
変
容
し
て
い
き
ま

し
た
。発
声
練
習
の
積

み
重
ね
も
大
事
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に
、
た

だ
歌
い
方
を
教
え
る

の
で
は
な
く
、児
童
自

ら
が「
ど
の
よ
う
に
歌

お
う
か
」
と
考
え
、
工

夫
す
る
こ
と
で
、児
童

た
ち
の
音
楽
に
対
す

る
意
識
が
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

本
番
は
大
成
功
で
、

児
童
の
力
が
十
二
分

に
発
揮
さ
れ
た
演
奏

に
、大
き
な
拍
手
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。児
童
た
ち
の

の
集
会
で
は
、か
つ
て
自
分
た

ち
が
一
年
生
だ
っ
た
時
も
、班

長
の
六
年
生
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
お
餅
つ
き
を
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
「
僕
の
班
長
は
面
白
く
て
、

た
く
さ
ん
笑
わ
せ
て
も
ら
っ
た

ん
だ
」と
最
高
学
年
に
な
っ
た

今
で
も
、か
つ
て
の
班
長
自
慢

を
す
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

「
自
分
は
今
、
目
の
前
に
い
る

一
年
生
に
ど
う
思
わ
れ
て
い

る
の
か
。未
来
に
自
慢
し
て
も

ら
え
る
班
長
に
な
っ
て
い
る
の

か
」と
、お
餅
つ
き
の
場
に
そ

の
よ
う
な
児
童
の
感
情
も
見

え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。五
年
前

の
思
い
出
と
現
在
、未
来
が
つ

な
が
る
集
会
で
す
。

　

こ
う
し
た
思
い
出
は
今
ま

で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、

行
く
年
を
送
る
こ
の
日
に
積

み
重
な
っ
て
、小
学
校
の
伝
統

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

確
か
な
成
長
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
た
演
奏
会
と
な
り

ま
し
た
。

お餅つき

聖徳大学川並香順記念講堂にて

児
童
た
ち
の
確
か
な
成
長
を
感
じ
て

第
三
十
回
吹
奏
楽
の
夕
べ 

行
く
年
を
送
る
集
会

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

中
学
音
楽
コ
ー
ス
、高
校
音

楽
科
ピ
ア
ノ
専
攻
生
の
活
躍
も

目
覚
ま
し
く
、齋
藤
柚
香
さ
ん

（
中
一
）と
島
袋
里
瑛
さ
ん（
高

三
）は「
第
七
回
ベ
ー
テ
ン
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」、芝
田
奈
々
さ
ん

（
高
一
）は「
第
十
五
回
シ
ョ
パ

　
「
第
四
十
八
回
茨
城
県
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」が
、昨

年
十
二
月
十
五
日（
日
）に
筑

西
市
明
野
公
民
館
に
て
職
場
・

一
般
の
部
、十
二
月
二
十
五
日

（
水
）・
二
十
六
日

（
木
）に
牛
久
市

中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
て

中
学
校
の
部
・
高

等
学
校
の
部
が

開
催
さ
れ
、本
校

吹
奏
楽
部
か
ら

五
グ
ル
ー
プ
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
中

学
校
の
部
で
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
四

重
奏
が
金
賞（
県

代
表
）、高
等
学

校
の
部
で
木
管

八
重
奏
と
金
管

八
重
奏
の
二
グ

ル
ー
プ
が
金
賞

（
県
代
表
）、そ
し

て
職
場・
一
般
の

部
で
管
楽
七
重

奏
が
金
賞（
県
代

表
）、打
楽
器
四

重
奏
が
銀
賞
を

受
賞
し
、県
代
表

ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ルin 

A
SIA

」、田
澤
碧
さ
ん（
高
二
）

は「
第
二
十
三
回
日
本
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」と
そ

れ
ぞ
れ
全
国
大
会
に
出
場
し
、

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。

の
四
グ
ル
ー
プ
が
一
月
二
十
五

日（
土
）・
二
十
六
日（
日
）の「
第

十
九
回
東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
進
み
ま
し

た
。

木管8重奏

管楽7重奏

金管8重奏

クラリネット4重奏

■ 

中
学
音
楽
コ
ー
ス
、高
校
音
楽
科
ピ
ア
ノ

専
攻
生
四
名
が
全
国
大
会
出
場

東
関
東
大
会
、全
国
大
会
出
場！

■ 

東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に

四
グ
ル
ー
プ
出
場
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季
節
が
冬
へ
と
移
り
変
わ
り
、

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、幼

稚
園
の
園
児
た
ち
は
元
気
い
っ

ぱ
い
で
す
。先
生
の「
お
外
に
行

き
ま
し
ょ
う
」の
声
に
、「
は
ー

い
！
」と
大
き
な
声
で
答
え
た

園
児
た
ち
は
、急
い
で
カ
ラ
ー

帽
子
を
か
ぶ
り
、園
庭
に
飛
び

出
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、

園
庭
遊
具
や
砂
場
、三
輪
車
や

自
転
車
、縄
跳
び
、ボ
ー
ル
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
が
始
ま
り
、

楽
し
そ
う
な
声
が
響
き
渡
り

ま
す
。

　

年
少
組
は
、補
助
付
き
自
転

車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
、「
先
生
、見
て
見
て
」と

に
こ
に
こ
顔
で
声
を
か
け
て

き
ま
す
。年
中
組
は
、
長
縄
に

挑
戦
し
た
り
、鬼
ご
っ
こ
で
園

庭
中
を
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
友
達
と
二
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、「
リ
レ
ー
や
ろ

う
！
」
と
、
秋
の
運
動
会
か
ら

リ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
園

児
も
い
ま
す
。年
長
組
は
、
ク

　

昨
年
十
二
月
九
日（
月
）、

「
シ
ャ
ン
♪
シ
ャ
ン
♪
シ
ャ
ン

♪
」と
鈴
の
音
が
聴
こ
え
、ト

ナ
カ
イ
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

に
扮
し
た
お
母
さ
ま
が
舞
台

に
登
場
す
る
と
、「
ト
ナ
カ
イ

さ
ん
だ
！
」「
サ
ン
タ
さ
ー
ん
」

と
園
児
た
ち
は
大
喜
び
、手
を

振
り
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

父
母
の
会
コ
ー
ラ
ス
部
の

お
母
さ
ま
の
取
り
組
み
と
し

て
、一
昨
年
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、園

ラ
ス
意
識
が
高
ま
り
、ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
や
縄
跳
び
、鬼
ご
っ
こ

な
ど
、友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ

と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

園
庭
は
、同
じ
学
年
の
友
達

だ
け
で
な
く
、違
う
年
齢
の
園

児
と
関
わ
れ
る
異
年
齢
交
流

の
場
に
も
な
っ
て
い
て
、泣
い

て
い
る
年
下
の
友
達
に
優
し

く
声
を
か
け
る
姿
や
年
上
の

友
達
の
ま
ね
を
し
て
遊
ぶ
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
き
ま
す
が
、教
員
も
園

児
た
ち
と
一
緒
に「
い
つ
も
に

こ
に
こ
元
気
な
先
生
」で
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
た
ち
に
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
部
は
、週
に
一
度
幼

稚
園
に
集
ま
り
、活
動
し
、「
生

活
発
表
会
」や「
お
じ
い
さ
ま

お
ば
あ
さ
ま
の
会
」「
た
の
し

み
ま
シ
ョ
ー
」で
歌
声
を
披
露

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
十
三
名
の
お
母
さ

ま
方
が
計
画
し
、準
備
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。当
日
は
、
ト
ナ

カ
イ
に
扮
し
た
司
会
が「
赤
鼻

の
ト
ナ
カ
イ
さ
ん
が
引
っ
張

る
そ
り
に
乗
っ
て
く
る
の
は

誰
で
し
ょ
う
？
」と
園
児
に
問

い
か
け
た
り
、ア
カ
ペ
ラ
で
歌

を
歌
っ
た
り
、各
家
庭
に
あ
る

楽
器
を
持
ち
寄
っ
て
合
奏
し

な
が
ら
歌
っ
た
り
、踊
っ
た
り

し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
、家
事
や
子
育
て
に

忙
し
く
時
間
に
追
わ
れ
る
お

母
さ
ま
方
で
す
が
、お
掃
除
や

洗
濯
物
を
干
し
な
が
ら
歌
の

練
習
を
し
た
よ
う
で
す
。「
舞

台
の
発
表
は
緊

張
し
ま
す
ね
。子

ど
も
た
ち
っ
て
、

堂
々
と
歌
っ
た

り
、踊
っ
た
り
し

て
本
当
に
偉
い

で
す
ね
」と
感
想

を
述
べ
て
い
ま

し
た
。園
児
た
ち

も
、自
分
の
お
母

さ
ま
の
歌
う
姿

に
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
た

り
、「
私
の
マ
マ
！
」と
友
達
に
知

ら
せ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。次
回
の
コ
ー
ラ
ス
部
の
発

表
は
、“
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
”

で
す
。す
て
き
な
歌
声
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
二
十
九
日（
金
）、

在
園
児
の
保
護
者
と
未
就
園

児
の
保
護
者
を
対
象
に
、今
年

度
五
回
目
の「
親
学
講
座
」を

本
園
の
ホ
ー
ル

に
て
実
施
し
ま

し
た
。
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
幸
せ

な
家
庭
を
目
指

す
子
育
て
支
援

講
座
を
年
間
八

回
開
催
し
て
お

り
、
幼
稚
園
を

開
放
し
て
保
護

者
同
士
の
交
流

を
深
め
た
り
、

育
児
情
報
を
提

供
す
る
場
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
さ

く
ら
紙
を
使
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
お
花
の
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

（
応
用
編
）」を
テ
ー
マ
に
大
学

か
ら
講
師
の
先
生
を
お
招
き

し
て
、川
並
知
子
総
園
長
先
生

の
教
本
を
元
に
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。前
回
か
ら
引

き
続
き
の
参
加
の
方
も
多
く
、

さ
く
ら
紙
の
扱
い
も
上
手
に

な
り
、な
れ
た
手
つ
き
で
花
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ま
の
参
加
も
あ
り
、

さ
く
ら
紙
を
鉛
筆
に
巻
き
つ

け
て
し
ご
い
て
ク
レ
ー
プ
に

し
て
花
を
作
っ
た
り
、ジ
ャ
バ

ラ
折
に
し
て
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
花
を
作
り
、講
師
の
先
生

に
褒
め
ら
れ
、照
れ
な
が
ら
も

お
母
さ
ま
方
と
一
緒
に
心
か

ら
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。出
来
上
が
っ
た
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
見
な
が
ら
、「
玄
関

に
飾
り
ま
す
」「
自
宅
で
子
ど

も
と
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
す
」

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、す
ぐ

家
庭
で
実
践
し
よ
う
と
す
る

様
子
か
ら
講
習
会
の
達
成
感

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
で
は
毎
年
、さ
ま
ざ

ま
な
親
学
講
座
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。今
後
も
保
護
者
の

方
の
交
流
の
場
、情
報
の
提
供

や
発
信
の
場
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
み
、未
来
を
担
う
園
児

の
成
長
の
た
め
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

寒
さ
に
負
け
ず

元
気
に
遊
ぼ
う
！

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

ク
リ
ス
マ
ス

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
父
母
の
会
コ
ー
ラ
ス
部
）

一
日
入
園

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

さくら紙あそびは、今年度２回目です

　

昨
年
十
二
月
十
一
日（
水
）、

本
園
の
幼
稚
園
ホ
ー
ル
で
第
六

回
親
学
講
座
が
開
か
れ
ま
し

た
。親
学
講
座
は「
子
育
て
支

援
」の
一
環
と
し
て
、大
学
か
ら

講
師
の
先
生
を
お
招
き
し
、幼

稚
園
の
保
護
者
向
け
の
内
容
で

講
演
や
実
演
を
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、大
学
の
先
生
か
ら
子
育

て
の
ヒ
ン
ト
を
学
ん
だ
り
、リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
機
会
を
得
る

も
の
で
す
。

　

今
回
は
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
保
育
科
教
授
の
岩
野
裕
幸

先
生
を
お
招
き
し
、「
八
十
八
鍵

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」と
題
し

た
す
て
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

か
れ
ま
し
た
。ま
ず
は
じ
め
に
、

岩
野
先
生
か
ら
ピ
ア
ノ
の
歴
史

や
発
祥
の
地
な
ど
を
教
え
て
い

た
だ
き
、そ
の
後
、先
生
が
作
曲

さ
れ
た
数
々
の
曲
を
弾
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。琴
の
音
色
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
曲
や
、救

急
車
が
到
着
し
、ま
た
出
発
し

て
い
く
場
面
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
曲
、ア
ヒ
ル
や
蜂
な
ど
の

生
き
物
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
で
き
る
曲
な
ど
情
景
が
思
い

浮
か
ぶ
よ
う
な
曲
で
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
も

り
う
た
」の
曲
で

は
、参
加
さ
れ
て

い
る
未
就
園
児

の
お
子
さ
ま
が

先
生
の
奏
で
る

ピ
ア
ノ
の
世
界

に
引
き
込
ま
れ

た
の
か
、本
当
に

眠
っ
て
し
ま
う

場
面
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し

て
、本
園
の
教
諭

と
の
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
で
の

連
弾
も
行
わ
れ
、

「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ

イ
」や「
き
よ
し

こ
の
夜
」で
は
歌

も
一
緒
に
歌
う

な
ど
、保
護
者
の

方
々
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
も
大
学
の
先
生
方
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、保
護
者

の
方
々
の
知
識
や
教
養
を
高
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
場
を
提

供
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

さ
く
ら
紙
あ
そ
び

―
親
学
講
座
―

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

時を忘れて優雅な気持ちで鑑賞しました

寒さに負けず元気いっぱい遊んでいます

親
学
講
座

～
優
雅
な
気
持
ち
で

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

「
八
十
八
鍵　
ピ
ア
ノ

　

コ
ン
サ
ー
ト
」～

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

毎
年
二

月
上
旬
ご

ろ
に
、
来

年
度
幼
稚

園
に
入
園

さ
れ
る
親

子
を
対
象

に
し
た
、「
一
日
入
園
」が
行
わ

れ
ま
す
。

　

当
日
は
、年
長
児
全
員
が
い

ろ
い
ろ
な
係
を
担
当
し
、お
迎

え
を
し
ま
す
。「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」と
元
気
に
あ
い
さ

つ
を
す
る
あ
い
さ
つ
係
、少
し

恥
ず
か
し
そ
う
に
し
な
が
ら

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
渡
す
プ
ロ
グ

ラ
ム
係
、そ
し
て
、案
内
係
の

園
児
た
ち
が
小
さ
な
お
友
達

の
手
を
引
き
、ホ
ー
ル
ま
で
案

内
し
ま
す
。

　

少
し
緊
張
気
味
の
年
少
児

に
よ
る
歓
迎
の
言
葉
か
ら
会

が
始
ま
り
、
年
中
・
年
長
児
に

よ
る
合
奏
で
は
、大
太
鼓
や
シ

ン
バ
ル
、小
太
鼓
、鈴
、カ
ス
タ

ネ
ッ
ト
、タ
ン
ブ
リ
ン
な
ど
の

楽
器
が
出
て
き
て
、と
て
も
迫

力
の
あ
る
合
奏
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。年
少
児
は
、「
表
現
あ

そ
び
」発
表
会
で
披
露
し
た
お

遊
戯
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
踊
り

ま
す
。年
長
児
と
一
緒
に
楽
し

く「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」や
、

「
と
ん
と
ん
と
ん
と
ん
ひ
げ
じ

い
さ
ん
」の
手
遊
び
を
し
た
り
、

体
を
動
か
し
て
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
を
し
た
り
も
し
ま
す
。

　

新
入
園
児
の
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
は
、在
園
児
の
姿
を
見

て
い
た
だ
け
る
だ
け
で
な
く
、

学
年
に
よ
る
成
長
の
違
い
も

見
て
い
た
だ
け
る
よ
い
機
会

と
な
り
、在
園
児
た
ち
に
と
っ

て
も
、小
さ
な
お
友
達
と
接
す

る
こ
と
で
、思
い
や
り
の
気
持

ち
を
育
む
こ
と
の
で
き
る
よ

い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。

全４曲、趣向を凝らした発表となりました

在園児と一緒に楽しみます
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■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈専門職学位課程〉（教職研究科）

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人入試
研究生入試

C
（日）2月16日

（土）2月15日 （日）・16日
～ （木）（月） 2月 6日1月27日 ※ただし音楽文化研究科は

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
研究生（留学生除く）入試

C
（日）2月16日

（土）2月15日 （日）・16日
～ （水）（月） 2月12日1月27日 ※ただし音楽文化研究科は

入試日願書受付期間入試区分 日程

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試 C

（日）2月16日

（土）2月15日 （日）・16日
～ （木）（月） 2月 6日1月27日 ※ただし音楽文化研究科は

入試日願書受付期間入試区分対象
（火）2月 4日

入試日願書受付期間入試区分対象
～（月） 入試日当日１月 6日第3回入試中学

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程
内部推薦入試、一般入試、学士
入試※、社会人特別入試※、
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
特別奨学推薦入試※

一般入試、学士入試※、社会人特
別入試※、〈アスリート・セカンドキャ
リア支援〉特別奨学推薦入試※

（日）2月23日

（木）3月 6日D

C

入試日

～ （水）（水）2月 5日 2月19日

～ （月）（月）2月24日 3月 3日

願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程

後期

ＡＯ入試、指定校推薦入試、公募
推薦入試、保育科･保育コース推
薦入試、保育所・幼稚園園長推
薦入試、同窓会推薦入試、大学
生・短大生（含専修学校）特別入
試、社会人特別入試、一般入試

（土）2月22日C ～ （木）（月） 2月20日2月 3日

（土）3月15日D ～ （木）（月） 3月13日2月24日

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

平成26年度  入試日程

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部／人文学部（女子）／人間栄養
　学部（女子）／音楽学部（女子）編入学、聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

〈博士前期課程〉
※音楽文化研究科研究生入試は、C日程：2月15日（土）のみ

※音楽文化研究科研究生入試は、C日程：2月15日（土）のみ

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程

C （日）2月16日～ （水）（月） 2月12日1月27日

D （日）3月 2日～ （水）（月） 2月26日2月17日

特別 （日）3月23日～ （水）（月） 3月19日3月10日

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試

〈博士後期課程〉

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／
　文学部（女子）／人間栄養学部（女子）／音楽学部（女子）／
　聖徳大学短期大学部（女子）

入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程

～ （日）（土） 23日2月22日 のうちの希望日

～ （金）（木） 7日3月 6日 のうちの希望日

～ （土）（金） 8日2月7日 のうちの希望日

特別奨学生入試（科目試験方式） （金）2月7日

特別奨学生入試（センター試験方式） （金）面接のみ2月7日全学
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

＊

＊

＊

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしB
※ただし音楽学部の実技等のみ

～ （金）（木） 7日3月 6日一般入試 

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしC
※ただし音楽学部の実技等のみ

～ （土）（金） 8日2月7日全学全学科統一入試（科目試験方式）

全学全学科統一入試（センター試験方式）
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ

～ （月）（月）2月24日 3月 3日

～ （木）（月）2月24日 3月 6日

～ （月）（月）2月24日 3月 3日

（水）3月19日
帰国子女特別入試
社会人特別入試

～ （木）（月）2月24日 2月27日私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試 （木）3月 6日C

～ （月）（月）2月24日 3月 3日〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試 （木）3月 6日C
〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

※ただし音楽学部のみ

のうちの希望日

のうちの希望日

［音楽学部　演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （月）（月）3月10日 3月17日

～ （日）（土） 23日2月22日一般入試 

～ （水）（水）2月 5日 2月19日
のうちの希望日

～ （月）（火）郵送 12月24日 2月 3日
～ （月）（火）窓口 1月 7日 2月 3日

※は編入学試験のみ実施

■聖徳大学看護学部（女子）［平成26年4月新設］
入試日願書受付期間（必着）入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程

～ （月）（月） 3月3日2月17日

特別奨学生入試 （金）2月7日全学
〈科目試験〉

～ （月）（火）郵送 12月24日 2月3日
～ （月）（火）窓口 1月 7日 2月3日

一般入試
B ～ （月）（火）郵送 12月24日 2月3日

～ （月）（火）窓口 1月 7日 2月3日
・ （土）（金）8日2月7日

のうちの希望日

C ・ （金）（木）7日3月6日
のうちの希望日

★

★

★：本学（松戸キャンパス）の他、地区試験場（仙台・新潟）でも受験ができます。
　　地区試験場は2/7（金）のみ実施。
注）センター試験利用入試について、今年度（平成26年度）は、実施いたしません。

詳細はホームページでご確認ください。   http://www.kasuganomori.com

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。
お気軽にお電話ください！

TEL. 0267-52-2111

学生・教職員５,４００円〜

卒業生・家族・同伴者８,３００円〜

〈
ご
利
用
料
金
〉

〈
ご
予
約
〉

（
１
泊
２
食
）

長野県佐久市春日2258-1

　今年1月から3月までの期間内にご宿泊いただいた
お客様に信州限定の生そばをプレゼントいたします。

（1予約につき1パック）
　お土産にも最適な長野県産のそば粉を使用した挽き
ぐるみそばです。そばつゆ付ですので、ゆでればすぐに
食べられます。また、そば湯も飲めますので、そばのおい
しさを存分にお楽しみください。

「信州そば」プレゼント

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

一般9,400円〜のところ

＊地区・ターミナル試験場（13会場）でも受験ができます。
　地区・ターミナル試験場は2月7日（金）のみ実施。

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校　●お問い合わせ：047-392-8111（代）

中学入試報告会 ▶2月22日［土］

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子）　●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

※学校見学も随時実施！（日・祝除く）

▶2月8日［土］
10：00〜11：30

10：00〜12：00
昼の （最終回）

通信教育部（共学） 平成26年度4月生募集 お問い合わせ047-365-1200（直通）

　通信教育部では、平成26年度4月生
の募集を開始しています。ぜひこの
機会に、働きながら免許や資格が取
得できる通信教育にチャレンジして
みませんか。北海道から九州まで全
国各地で説明会を実施しております。

■ 聖徳大学大学院 通信教育課程
● 児童学研究科 児童学専攻 

〔博士前期課程／博士後期課程〕
■ 聖徳大学短期大学部 通信教育部

● 保育科
■ 聖徳大学 通信教育部

□ 児童学部
● 児童学科 幼稚園教育コース／児童保育

コース／児童教育コース
□ 心理・福祉学部
● 心理学科 臨床心理コース／家族心理コース

／社会心理コース
● 社会福祉学科 社会福祉コース／精神保健

福祉コース／養護教諭コース
□ 文学部
● 文学科 英語・英文学コース／日本語・日本

文学コース／歴史文化コース／書道文化コース
／キャリアコミュニケーションコース／図書館
情報コース

4月生願書受付期間
▶大学・短大

〜4月30日（水）【必着】
※書類選考のみ

▶大学院（博士前期課程）
〜2月25日（火）【必着】

※3月2日（日）試験

聖徳大学主催入学説明会

春期合同入学説明会

開催日　　    開催地　   開催時間　　　   開催場所

3／9（日） 松　戸	 13：00〜15：30 聖徳大学松戸キャンパス

2／1（土） 仙　台	 12：00〜17：00 仙台市情報・産業プラザ　アエル　5階
 横　浜	 12：00〜17：00 新都市ホール　横浜新都市ビル（そごう）　9階

2／2（日） 東　京	 11：00〜16：00 新宿エルタワー　30階

2／8（土） さいたま	 12：00〜17：00 さいたまスーパーアリーナTOIRO
 金　沢	 12：00〜17：00 アートシアターいしかわ（ラブロ片町　7階）

2／9（日） 大　阪	 11：00〜16：00 梅田スカイビルタワーウエスト　10階

2／15（土） 名古屋	 12：00〜17：00 名古屋ガーデンパレス　2・3階
 広　島	 12：00〜17：00 広島国際会議場　B2階

2／16（日） 東　京	 11：00〜16：00 新宿エルタワー　30階
 福　岡	 11：00〜16：00 エルガーラホール　8階

2／22（土） 札　幌	 12：00〜17：00 アスティ45ビル　16階　会議・研修施設ACU
 大　阪	 12：00〜17：00 梅田スカイビルタワーウエスト　10階

2／23（日） 名古屋	 11：00〜16：00 ウィンクあいち　愛知県産業労働センター　8階

※参加申込不要　※入場無料

※参加申込不要　※入場無料

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）　●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

▶2月22日［土］小4・小5児童、中1・中2生徒、保護者対象  学校説明会

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校　●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

10：00〜14：00

▶3月23日［日］	 10：30〜15：00　聖徳大学松戸キャンパス

※会食（昼食）体験あり

　心臓病についての基礎知識、心臓病の説明、
そのうち特に虚血性心疾患について（狭心病、
心筋梗塞）の診断、治療、予防法を詳しく解説し
ます。他に質問コーナーも設けて、疑問などに答
えます。

　聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、来年度の看護学部新設を記念して、
「聖徳大学と新東京病院のリレー医療講座　健康な社会づくりのために」（全4回）を
企画し、その1回目を12月14日（土）、多数の方々にご来場いただき、本学香順メディア
ホールにて開催いたしました。
　講師の中村淳先生に、「医療の未来に向けて」のテーマの
もと、ご専門の心臓カテーテル治療を中心にお話しいただ
きました。現在行われているカテーテル治療を動画（図解）
で説明され、国内外の幅広い活動についてもユーモアを交
えながら分かりやすくお話しくださいました。
　受講された方々から「大変勉強になった」「もっと詳しく
知りたい」などのコメントをたくさんいただき、医療講座
への関心の高さがうかがえました。

　排泄は人の尊厳に関わる重要な課題です。頻
尿や尿失禁などの排尿問題は加齢に伴って誰
にでも発生し、心理的にも社会的にも影響を及ぼ
します。その予防対策を知り、健康で生き生きと
した生活を維持し人生の質を高めていきましょう。

新東京病院心臓内科主任部長
中村	勝太郎

聖徳大学看護学部長	就任予定者
佐藤	和子

2／15（土） 13：00〜14：30 3／15（土） 13：00〜14：30

心臓病について 中高年の尿もれ対策

■お問い合わせ先／生涯学習課　Tel：０４７-３６５-３６０１

■お問い合わせ先／聖徳大学川並弘昭記念図書館　Tel：０４７-３６５-1111（大代）

定員：180名　　会場：聖徳大学10号館14階　　受講料：無料（要申込み）

聖徳大学看護学部看護学科 平成26年4月新設
聖徳大学と新東京病院のリレー医療講座
健康な社会づくりのために

聖徳大学人文学部日本文化学科書道文化コース

卒業制作書道展
特別展覧会

会期：3月3日（月）～3月20日（木） 9：00〜17：00
　　　［休館日：毎日曜日および3月12日（水）］

会場：聖徳大学８号館１階利根山光人記念ギャラリー

中村淳先生
（新東京病院院長・本学客員教授）

※上記宿泊料金は3月31日までとなります。


